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AnAnalysisofHarmonyqDfF・Chopin，sCompleteWorks
“Sonata8”

TakaBhiNAKAYAmA

興味深い所である．諸々のことを含めてピアノソナ

クに関しては，和声分析後言及することにして，早

速分析結果を示すこととする．分析に際して使用す

る楽譜は第１番は，“パデレフスキー版，1991''’第

２番は，ショパン／ソナタ変ロ短調作品３５ヘ

ンレ原典版解説付昭和60年６月10日第１刷発行

音楽之友社，第３番は，ショパン/ソナタロ短調

作品５８ヘンレ原典版解説付昭和60年９月20日

第１刷発行音楽之友社である．

以下，分析結果を示して行く．

序

本稿では，ショパンのピアノソナタ全３曲（Op、

４，０p､35,Op58)の和声分析を行う．第１番(Op、

４）のソナタは，1828年に作曲されていて，所謂習

作期の作とみなされ現在演奏会等で聴くことは殆ど

ない．確かに第２番（Op35）や，第３番（Op58）

は，円熟期に作曲されて（第２番は1837年～39年，

第３番は1844年)，第１番は初期の作品(1828年)で

はあるが，今から検証していく和声的側面から，は

たして第１番が，他の２曲とそれ程の差があるのか

ピアノソナタ第１番OpuB4
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Ｆ・ショパン，全作品の和声分析“ソナタ”

が舞曲であるが，ここではその２つを入れ変える工

夫がある),第２番では第２楽章にスケルツオ(舞曲）

を持って来て，第１番と同じであるが，第３楽章に

テンポは遅くなるが葬送行進曲を持って来る斬新さ

有り，終楽章に至っては，終止ユニゾンで奏され，

これ又，新奇ざが表出されている．第２番に於いて

は，第１番と同様に第２楽章と第３楽章が入れ変わ

った形である．こうして見ると，第２番だけが古典

的な意味で言うソナタとは内容的に少し合致しない

面があるが，全体的には古典派の様式の中に自己の

鞘神を表現していくという姿勢が読み取れる．今回

和声的な側面で分析を行った訳であるが，その結果

から次のようなことがいえる．第１番では初期の作

品とはいうものの，和音の種類にしても，中期，後

期の作品にひけをとらない多種に渡っている．例え

ば，第１楽章の展開部に於いては，反復進行は多い

ものの，その転調の多さには古典派の作曲家達には

まねできないものである．又，第２番では註５）で

も述べた通り，偶成和音（経過和音）を強調する事

によって，今まで耳に聴き慣れた古典派の機能和声

の根底を揺す振り出し，又４楽章に於いては古典派

の作曲家達，又同時代の人々誰もが思いつかなかっ

た手法で独特な音響を展開している．（但し，弘中孝

氏はこの楽章に開して,"調性がほとんど無調に近い

ものであり……，，と述べているが肢46)，分析結果が示

す通り暖昧さはあるものの，調性は存在している事

が理解できよう．ただその和音の運用が少々通常と

かけ離れているだけである.)第３番に於いて特筆す

べき事は，第４楽章の註39）で示した第４楽章の和

音の問題である．ここではけい留音がある為に，結

果として前後の調性とは無関係な和音が生じ，一種

独特な響きをもたらしている．

結局，ショパンのソナタと言うものは，形式的に

は古典派の枠組みを大きく踏み出す事なく，和音の

多種さ，転調の多用といった音響的な面での古典派

離れで自己確立を成していると言えよう．

註

結び

以上でピアノソナタ全３曲の和声分析を終える．

ロマン派の作曲家達のピアノソナタに対する思い

は如何様なものであったのか？ペートーヴェンが古

典派楽器音楽の集大成を行った後に彼らは何を考え

たのか？ペートーヴエンの全32曲のピアノソナタで

語れるものは全て語り尽くしたと思われる後に，彼

らは何を求めようとしたのか？そう考えて行く時一

つの事が思い浮かぶ．シューベルト，シューマン，

ブラームス達のピアノソナタの楽章数を見てみると，

シユーペルトの完成されたと思われる11曲のピアノ

ソナタの中で３楽章制は３曲に過ぎない．他８曲は

全て４楽章制から成っているし，シューマンのピア

ノソナタ全３曲は全て４楽章制であり，ブラームス

の全３曲のピアノソナタは２曲は４楽章制で他の１

曲(第３番Ｏｐ５）は何と５楽章である．リストの

唯一のピアノソナタも単一楽章ではあるが内容は４

部分栂成となっている．そして，このショパンのピ

アノソナタ全３曲とも４楽章制を採っているのであ

る．つまり彼らは“ピアノのための奏鳴曲，'に対し

て，マンハイム楽派の人々に依るソナタの確立後，

古典派の人々に依って確定したソナタに対してその

"形式美"の思いが強烈に働いているのではないかと

思われる．その枠組みを堅守する事でソナタに対す

る自己の安心感を求め，ソナタに同化しようとする

一種の安易さとも受け取れるのである．ペートーヴ

ェンは散々苦吟したあげく，２楽章制のピアノソナ

タを作曲したと言うのに．唯一例外はリストであろ

う．彼はソナタとソナタ形式を融合した斬新な結果

を示してくれた．

さて，ショパンはそのピアノソナタで何を求め作

曲したのであろうか．第１番では第１楽章はソナタ

形式(但し，再現部での第１主題は主調のcmollで

はなくｈmollという以外な調を採っている)，第２

楽章はメヌエット，第３楽章は緩徐楽章，第４楽章

はソナタ形式である．第２番は第１楽章ソナタ形式

(但し再現部に於ける第１主題は省略されている)第

２楽章はスケルツォ，第３楽章は葬送行進曲（三部

形式)，第４楽章は，これこそユニークの一言につき

る楽章である．第３番は第１楽章はソナタ形式（但

し，第２番と同様に再現部に於ける第１主題は省略

されている）第２楽章はスケルツオ，第３楽章は緩

徐楽章，第４楽章はロンド形式である．この配列を

見ると，第１番は典型的な古典派の四楽章を遵守し

ている（但し，通常第２楽章が緩除楽章で第３楽章

l）この和音以降，第88小節の冒頭の和音までは，半音階的

経過和音である．

2)この小節最後の八分音符の2個…部(-;-拍子の蕊２
拍の後半）の全ての音を同時に轡かせた和音を，一つの和

音として豚間M1してＷと記す．これ以降,同型の所は全て同

様に処理する．

3）この-小節は，前小節のnlと次小節の片;に挟まれた経
過和音である．

－１４９－
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4）この和音は，Ｉの和音を装飾する減七の和音(偶成和音）

であり,"島岡和声"では｡龍と配すが,以前から述べてい
る通りこの表毘は機能と形態が一致していないので，機能

を重視する何らかの別の記号が求められるが，偶成和音の

みまとめて検肘する時に考慮する．この楽章に於ける同様

なフレーズの所は，全て一緒である．

5）この和音は，一見するとcismollの１１の和音に見える

が，実は，Ｇis音はＧ音からＡ音へ進行する潤部の途中の

経過音であり；偶発的に生じた和音が強關された結果，こ
のような闘性の混乱のごとき結果が見える．和音進行を整

理すると以下の様になるが，こういった方法も鯛性劇壇の

一つの兆しとして記憶する必要がある．

19）高音部贈表上のＥＳ音は，理鯰的にはDis音であるべき

所．

20）この小節の第４拍自は，BassのＡｓ音だけであるが，

DesdurのＶと囲める事ができよう．

21）この楽章は，終始両手によるユニゾンで樽成されていて

（曲尾を除く)縦の和音は存在しないが，横のメロディーラ

インを注意福か観察すると，そこには和音を露める事が出

来る．非和声音が，かなりちりばめられているので，その

取捨選択を間違いえないように用心されたい．

22)ここでは,Ges音一Ｂ音一Des音一F℃s音を和音櫛成者と

して認と記すが,この和音はFes音をＥ音に異名同音で
読み変えると,あけ;となって和声進行上はよく有るものに
なってしまうが（'→命;→'2)，ショパンがあえてFes
音を示したという事は，それなりに意味がある事という前

提に立って見なければならない．そうする率で，この曲に

於ける鯛性の揺れや，変化和音の轡宮方，転鬮の意味が感

じとれるのではないだろうか．

23)この小節に出てくるFes音の意味を考える時，（９）Ｇ音

の(§)は取り去るべきものである.つまり,ここではfmoll

ではなくbmolIの調性を麗戚すべきである．もしｆｍｏＵ

にすると，Fes音はＥ音でなければならない．通常，Ｅ音

をFes音で記す事などとうてい考えられない．Fes音はあ

えて衝かれたものであるから，その音がここの鯛性を決定

する最大の要因である．故に，ここはbmollであるという

結輸に達する訳であり，そうであるならば℃音”ではな

く，“Ges音”でなければならない．

又，問題はもう一つあって，この小節の最終音の℃音”

の受け取り方である．笠者が示した和音毘号であれば，こ

のＣ音はDeses音でなければならない.何故，ショパンは

℃音"を配したのか？ここはfmollなのか？ここでは，妃

譜された音をどう見るｶｺで圏性が決定される事になり，こ

の曲の性格そのものの不磁性が如実に出現した所である．

第５，６小節の和音進行が－麺独特なものがあり，この進

行をここでも踏興する方向で行くのが“ベター”と思われ

る．但し，問題はさらに複雑になって行く．第27小節の後

半部に出てくる"Ｅ音，,をどう見るかである．ここでも"Fes

音”であって何ら不思騒ではない所である．しかし，どう

いう駅か，ここでけ一つ"Ｅ音,,が出没している．次の小節

では又,｡F℃s音，，に戻っている．秘の和音と命,の和音
は，異名同音で醜み変えると，響きは同じものであるとい

う事が，この問題の不可解さを生んでいると富えよう．第

２５，２６，２７小節と第28小節全体は，この鰯きが吹き荒れて

いる所であって，和音進行の自然さ不自然さなどは，吹き

飛ばされてしまっているとでも言えようか．ここでは，シ

ョパンによって画き配したものを尊函して，２麺の和音配

号で示す事にする．しかし，“Ｃ音”は“Deses音”の簡略

した密き方として今の所は見る事にする.結鶴は,"Fes音爾

全てがこの賜所の“鍵，，を鰹っていると旨えよう．

24）この小節の第３番目の八分音符三つの和音で榊成されて

いる和音は，経過和音である．

25）図頭の二分音符のパス戸部とテノール声部は交叉してい

贈例１）

６）高音部贈表上のＡｓ音は，先取音である．

７）この小節の前の二分音符は経過和音であり，Ａｓ音，Ｇｅｓ

音，Ｂ音は全てけい留音であて，一つの不協和音を形成し

ている．

８）高音部贈表上のＥ音は，理臘的にはFes音であるべき

所．

９）この和音は，刺緬和音と見るべきだが，配号化出来るの

で取り敢えず記しておく．この願柄は，偶成和音に閲して

検肘する時に，総合的に判断する事にする．

１０）この小節の付点四分音符の和音は，経過和音であり（増

三和音)，記号化しようと思えば妃号化出来るが,鯛性榊造

上，意味の無いことになるので示す必要は無い．しかしな

がら，和音としては存在しているわけで，偶成和音をまと

める時の問題点の一つとして，考慮しなければならない．

11)この小節の和音の根音は,低音部付表上の最終音のＡｓ音

とする．同型の第64小節も同様である．又，再現部に於け

る同型の所も同様である．

12）この小節の最後の和音は，次小節DesdurのＩ’の俺和音

である．

13）この小節の後半部の和音の根音は，最終音のＤ音と考え

る．以後，同型の所も同椴な方式で和音妃号を配して行く．

14）この小節の三つ目と六つ目の和音は，俺和音と麗定する

のが妥当であろう．以降，第164小節まで同様である．

15）高音部騎表上のＨ音は，理欝的にはCes音であるべき

所．

16)ここは，主音のＥＳ音だけであるが，Ｉの和音と魔定して

も良いであろう．以降，この音型の所は，全てこの方法で

和音記号を記して行く．

17）この小節と次小節は，経過和音である．第42,43,226,

227,230,231小節も同様である．

18）この小節の第２拍目は，経過和音と見て和音肥号は配さ

ない．
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Ｅショパン，全作品の和声分析“ソナタ，,

て，この和音の根音はＥ音であり，ｅmollのＩとなる．

26)この小節の第２拍目からは経過和音であり，Ｖ;は次小節

の第１拍目まで支配している．

27)この小節の後半部分は,Ｃ音一Ｅ音一Ｇ音の和音から成っ

ていて，何がしかの和音記号が密けそうであるが，テノー

ルのＨ音→Ｃ音→Cis音（次小節の前半）の動きを見る

と，このｃ音は経過音であり，これを含む和音は，ここで

は経過和音と見るべきである．又，この形態は第152小節で

も同様である．

28）この小節の前半部分は，Ｉ】の和音を装飾する筒和音(減

七の和音）である．又，この形態は第156小節も同様であ

る．

29)この小節の第２拍目の減三和音は，次のＶ７の和音を装飾

する経過的俺和音である．又，この形態は第166小節も同様

である．

30）低音部譜表上の冒頭にあるＥＳ音は，Ｄis音であるべき

所．

31)このclV和音は，経過和音として認定されよう６第173小節

も同様である．偶成和音の分類は全作品分析後にまとめる

事にするが，記号として轡けるもの，掛けないもの又，密

けても意味を成すもの，成さないものに分れる事が次第に

明白になって来た．今後の課題である．

32)この小節の第２拍目の和音は，Ｖ７を装飾する経過的椅和

音である．

33）低音部譜表上のＧ音は，理論的にはFisis音であるべき

所．．￣

34）この小節の低音部譜表上の第３拍目の四分音符の重音は，

先取音と見るのが妥当であろう．これ以降，このリズムパ

ターンの所は全て先取音と見て，それぞれの小節に於ける

和音としては考慮しないから，そのつもりで見て欲しい．

35)この２小節間は,gismollのＩ→Ⅵという進行が読み取れ

る．

36）この小節の第２拍目の上段の楽譜のＦ音→Ｇ音→Ｄ音

の和音は，ＤｄｕｒのＶ７の和音であるが，ここでは１２には

さまれた経過和音と見て和音記号は記さない．

37)この小節と次小節の各々第４拍目の和音はＶ７の和音を装

飾する偶成和音(減七の和音)で,“島岡和声ﾛ'では錫,と
記すがこの和音はⅡ度とは何ら関係のない機能であるので

この記号には賛同し難い．いずれ偶成和音をまとめる時に

新しい記号化の提案をするつもりで，今ここでは記号は示

さないでおく．第92,93小節でも同様な事が生じている．

38）第１小節から第６小節まではｈｍｏｎのＶ上の経過和音

鰡例２）

（BaSsは動いているが)である.この進行に類似するものは

結構目に付くが，これをまとめると譜例２）の形になろう．

39）冒頭にある高音部譜表上のＣ音は前小節の和音（eｍｏｌｌ

の巧)のけい留音と見るのが妥当であろう．このｃ音は次

和音（ｅｍｏＵのＩリのＨ音で解決している．

40)前和音からけい留されたGes音は解決することなく次和

音の先取音となっている．

41）この小節から次小節の前半までは，楽章冒頭と同じ様に

属音上の経過和音となっている．

42）この小節の前半の両譜上にあるＧ音は前小節からけい留

された音であって次和音でFis音に解決している．

43)両譜表上のＤ音は前和音からのけい留音で,次和音でＣｉｓ

音に解決している．

44）冒頭のBass音Fisは次小節の前半まで支配していると

考える．

45）この小節の前半は経過和音である．

46）ショパン／ソナタ変ロ短調作品３５ヘンレ原典版

解説付昭和60年６月10日第１刷音楽之友社の前瞥きよ

り．

０羽０￣×

Ｉ ●

■■■■アュコ
Ｓ－－－ｅ－－－ｅ－－も

-151-


